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八
、
未
来
へ
逓
も
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
。
彼
ら
の
行
く
手
に
待
つ
も
の
は
…
…
ａ
ア
ン
ゴ
ラ
・
ウ
ィ
ジ
で

の
ド
ク
ロ

編
集
・
レ
イ
ア
ウ
ト
鴫
神
大
平
　
・

　
《
副
詞
目
Ｍ
ｗ
ｈ
‰
紐
付
言

郵
便
振
替
か
現
金
河
沼
で
送
金
い
た
だ
く
か
、
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
〒
５
３
０
１
‐
８
２
５
１
大
阪
市
北
区
梅
雨
３
の
４
の
５
、
叫
□
新
聞
大

阪
社
会
頃
業
団
「
海
外
救
援
金
」
原
（
郵
便
船
酔
・
０
０
９
７
０
ｊ
９
‐
‐
‐
‐
Ｉ

２
８
９
１
）

　
ア
ン
ゴ
ラ
東
部
の
都
市
ル
エ
ナ
か
ら
大
西
洋
ま
で
線
路
が
延
。
河
ｒ
～
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四
一

で
い
る
。
し
か
し
、
列
申
は
１
９
８
５
年
か
ら
走
っ
て
い
な
い
。
言
言

始
発
駅
た
っ
た
ル
エ
ナ
駅
は
今
、
「
ル
エ
ナ
戦
争
難
民
キ
ャ
ン
プ
」

に
姿
を
変
え
て
い
る
。

　
難
民
約
５
０
０
人
。
9
3
年
２
月
、
２
週
間
に
わ
た
る
激
戦
が
こ
の

街
で
展
開
さ
れ
て
か
ら
、
自
然
に
キ
ャ
ン
プ
は
生
ま
れ
た
。
か
つ
て

の
ホ
ー
ム
に
は
難
民
が
露
店
を
出
し
、
細
々
と
生
活
し
て
い
る
。

　
旧
駅
舎
の
雨
漏
り
の
す
る
屋
根
の
ド
。
赤
ん
坊
を
抱
き
な
が
ら

ロ
ジ
エ
ロ
・
チ
テ
タ
さ
ん
（
3
0
）
は
座
っ
て
い
た
。
右
脚
は

ひ
ざ
か
ら
先
が
な
か
っ
た
。
「
ル
エ
ナ
の
街
を
歩
い
て

い
た
。
歩
道
わ
き
た
っ
た
」
と
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
話
す
。

年
齢
を
聞
き
、
「
3
0
歳
だ
」
と
大
‥
え
が
返
っ
て
き
た
時
、

「
本
当
か
？
」
と
疑
っ
た
。
ロ
ジ
ェ
ロ
さ
ん
の
頗
に
は
深

い
し
わ
が
刻
ま
れ
、
老
人
の
よ
う
に
見
え
た
か
ら
だ
。

　
ロ
ジ
ェ
ロ
さ
ん
は
以
前
、
ア
ン
ゴ
ラ
暦
東
部
の
カ
ゾ

ン
ボ
と
い
う
町
で
農
家
を
し
て
い
た
。
8
3
軍
に
内
戦
か

ら
逃
れ
よ
う
と
３
０
０
ご
以
上
を
歩
き
、
ル
エ
ナ
に
来

た
。
そ
し
て
、
地
雷
。
し
わ
の
一
本
一
本
は
ロ
ジ
ェ
ロ

さ
ん
の
苦
し
み
だ
っ
た
。

　
赤
ん
坊
は
生
後
1
0
日
と
い
う
。
一
両
の
エ
ス
テ
バ
ン
ち

ゃ
ん
。
目
は
ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
し
、
や
せ
細
っ
て
い
た
。

素
人
目
で
も
栄
養
失
調
だ
と
わ
か
る
。
「
炭
を
売
っ
て

暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
子
を
合
め
て
男
の
子
が
３
人
い

「希望を持って」妻は言う

る
」
。
ロ
ジ
エ
ロ
さ
ん
の
生
き
る
苦
し
み
は
続
い
て
い
る
。

　
　
「
ま
た
、
カ
ブ
ン
ボ
の
畑
に
戻
り
た
い
。
今
す
ぐ
に
で
も
戻
り

た
い
。
で
も
、
も
う
歩
い
て
帰
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
た
」
。
夫
の

つ
ぶ
や
き
を
聞
い
た
妻
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
（
西
は
「
希
望
を

持
っ
て
。
こ
ん
な
暮
ら
し
で
も
、
お
願
い
だ
か
ら
」
と
励
ま
し
た
。

ロ
ジ
エ
ロ
さ
ん
は
そ
の
声
を
聞
き
、
目
を
閉
じ
た
。
エ
ス
テ
バ
ン

ち
ゃ
ん
の
細
い
腕
が
伸
び
、
父
親
の
顔
を
そ
っ
と
触
っ
た
。
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１
１
１
Ｗ
ワ
（
赤
十
字
国
際

　
こ
と
１
委
員
会
゛
の
調

べ
で
は
、
現
在
、
7
1
力
国
に
１
億

１
９
０
０
万
発
以
ヒ
の
地
ぶ
が

埋
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
這
月

８
０
０
人
が
死
に
、
１
２
０
０

人
が
負
傷
す
る
。
実
に
、
2
0
分
に

ー
人
が
ど
こ
か
で
地
雷
の
被
害

に
避
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
地
雷
に
は
、
対
人
用
、
対
戦

軍
用
の
二
つ
が
あ
る
が
、
安
価

な
対
人
地
雷
の
方
が
使
用
頻
度

ｆ
が
高
い
。
旭
市
は
、
卸
め
た
ら
、

　
娶
永
久
的
に
爆
発
の
可
能
性
を

持
つ
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
第
二

次
大
戦
時
の
趣
ぶ
が
今
も
残
っ

て
い
る
。

　
対
六
趣
ぷ
に
は
、
踏
む
と
爆

発
す
る
も
の
か
ら
、
針
金
に
触

れ
る
と
爆
発
す
る
タ
イ
プ
▽
水

に
ぶ
ら
下
げ
る
タ
イ
プ
▽
鉄
片

を
周
回
に
飛
ば
す
タ
イ
プ
ー
ー

な
ど
が
あ
る
。
鉄
片
を
飛
ば
す

地
雷
に
は
「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
形
」

が
あ
只
ｆ
ど
も
が
お
も
ち
ゃ

と
間
違
え
て
触
れ
、
死
亡
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
日
本
で
も
地
雷
を
生
産
し
、

自
衛
隊
が
購
入
し
て
い
る
が
、

輸
出
は
し
て
い
な
い
。
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ザ
ン
ビ
ア
の
メ
ヘ
バ
難
民
居
住
区
で

活
動
す
る
日
本
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
難
民

を
助
け
る
会
」
（
゛
Ａ
Ａ
Ｒ
）
は
１
９
８

４
年
か
ら
、
難
民
の
自
立
を
促
進
す
る

た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
大
工
養

成
所
▽
リ
ヤ
カ
ー
製
作
、
金
属
剖
エ
ワ

ー
’
ク
シ
ョ
ッ
プ
ー
・
Ｉ
な
ど
が
中
心
だ
。

　
看
護
婦
出
身
の
原
口
珠
代
さ
ん
（
3
0
）

は
久
性
自
び
一
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
る
。
「
み
ん
な
勤
く
の
も
学
ぶ
の
も

熱
心
な
ん
で
す
よ
」
七
難
民
力
生
き
る

パ
ワ
ー
ー
を
説
明
し
た
。
ザ
ン
ビ
ア
の
首

部
ル
サ
カ
で
目
本
と
の
巡
総
調
整
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
中
畝
砦
さ
ん

（
2
8
）
。
ア
フ
リ
カ
に
行
き
た
い
一
心
で
、

会
社
員
牛
活
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
飛
び
込
ん

だ
。
一
『
難
民
の
自
逞
を
助
け
た
い
』
と

思
い
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
現
地
事
務
所
代
表
の
斎
藤
慎
吾
さ
ん

（
3
3
）
は
「
メ
ヘ
バ
難
民
居
住
区
は
設
置

か
ら
3
0
年
近
い
。
難
民
た
ち
の
相
田
帰

還
だ
け
で
な
く
、
２
μ
、
３
庶
の
難
民

の
た
め
の
母
国
語
教
育
な
ど
が
重
要
で

す
】
と
話
し
て
い
る
。

３
割
が
エ
イ
ズ
感
染
者
ザ
ン
ビ
ア
国
民

□
�
�
出
回

　
ア
ン
ゴ
ラ
難
民
の
ほ
か
、
コ
ン
ゴ
民

七
共
和
国
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）
な
ど
の
難
民

計
３
１
０
０
万
人
が
生
沃
号
る
ザ
ン
ビ

ア
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
澗
星
団
）

は
１
９
７
０
年
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
囲
問
し
て
い
る
。

　
首
部
ル
サ
カ
の
あ
る
地
区
で
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
敷
設
し
た
水
道
で
休
を
洗
う

鈴
ど
ち
か
ち
か
い
た
。
４
ヵ
所
で
几
リ

を
掘
っ
て
水
道
を
敷
設
し
た
祀
ま
だ

足
り
な
い
。
水
道
の
な
い
地
区
で
は
、

寄
生
虫
で
汚
染
さ
れ
た
井
戸
し
か
な

く
、
住
民
た
ち
は
毎
朝
夕
、
３
～
５
ブ

を
歩
い
て
水
く
み
に
や
っ
て
く
る
。
理

髪
店
を
常
む
ア
マ
ン
ダ
・
デ
ビ
ス
ン
さ

ん
（
弱
は
「
飲
み
水
す
ら
確
保
す
る
の

は
天
変
な
の
に
、
客
の
頭
を
洗
う
こ
と

な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
」
と
話
し
た
。

　
医
療
援
助
も
重
要
。
マ
ラ
リ
ア
、
寄

生
虫
狗
に
加
え
、
国
民
の
３
割
が
エ
イ

ズ
感
染
者
と
い
わ
れ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ザ

ン
ビ
ア
事
務
所
の
石
川
洲
男
所
長
は

　
「
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
が
、
自
力

で
立
ち
ヒ
が
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
よ
う
に
し
な
い
と
」
と
訥
っ
た
。
地

道
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レ
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勤
開
始
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ
ジ
ア
医
師

　
連
絡
協
議
会
）
ア
ン
ゴ
ラ
。
阿
部
ル
ア

［
］
い
固
腿
囚

　
口
本
の
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、

ア
ン
ゴ
ラ
で
１
９
９
［
Ｄ
軍
８
月
か
ら
活

ン
ダ
の
ボ
務
所
で
は
杉
本
出
入
さ
ん

（
2
6
）
が
職
員
９
人
を
束
ね
て
い
る
。
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
旧
徳
難
民
高
等
弁
鰯
・
回
価

務
所
）
と
協
力
し
、
現
在
、
ウ
ィ
ジ
の

近
く
の
都
心
サ
ン
ザ
ポ
ン
ボ
で
3
6
床
の

絢
院
運
営
を
続
け
る
。

　
睨
院
ス
タ
ッ
フ
は
1
8
入
。
現
地
採
用

の
人
ば
か
り
だ
冒
２
回
、
サ
ン
ザ
ポ
ン

ボ
で
運
営
指
導
を
す
る
ほ
か
、
ル
ア
ン

ダ
で
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
や
ア
ン
ゴ
ラ
政
府
と

の
交
渉
も
す
る
。
患
者
は
気
候
の
変
わ

り
目
に
は
約
３
０
０
０
人
に
膨
れ
る
。

約
5
0
ご
を
歩
い
て
来
る
患
者
も
い
る
。

　
サ
ン
ザ
ポ
ン
ボ
は
農
業
と
川
で
の
漁

業
が
中
心
の
町
。
役
人
が
「
救
急
用
を

政
府
に
渡
せ
」
と
平
然
と
杉
本
さ
ん
に

要
求
す
る
匈
㈲
も
あ
っ
た
。
活
動
を
地

元
に
定
紺
さ
せ
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ

と
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
杉
本
さ
ん

は
「
い
つ
か
、
き
っ
と
定
着
す
る
。
ど

こ
の
国
の
人
も
み
ん
な
同
じ
人
問
で
す

か
ら
一
と
豹
を
見
つ
め
ｔ
。
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